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改訂版 

日本管理会計学会 2017 年度全国大会 

 

統一論題 
「管理会計の拡張と実務適用の課題」 

 

2017 年 8 月 27 日（日）～ 29 日（火） 

福岡大学七隈キャンパス 
 

 
 

大会スケジュール 

8 月 28 日 

（月） 

9：30～12：00 自 由 論 題 報 告  

12：00～13：00 昼 食 休 憩 

13：00～14：00 会 員 総 会 

14：15～16：45  

スタディ・グループ  

中間，最終報告／産

学共同研究グループ

最終報告 

17：00～17：50  特 別 講 演 

18：10～19：30 会 員 懇 親 会  

8 月 29 日 

（火） 

 9：30～12：00 自 由 論 題 報 告  

12：00～13：00 昼 食 休 憩 

13：00～15：15 統 一 論 題 報 告 

15：30～16：30 統 一 論 題 討 論 

 

≪委員会・理事会のご案内について≫ 

8月 27日に予定しています学会賞審査委員会，常務理事会，理事会，および理事懇

親会の開始時間と会場については，別途通知いたします。 
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ご 挨 拶 

 

会員各位 

 皆様におかれましては，ご健勝にお過ごしのこととお慶び申し上げます。 

 さて，日本管理会計学会 2017 年度全国大会を福岡大学にて開催することになりまし

た。本学会の福岡大学での開催は初めてとなりますが，このような機会をいただきました

ことを光栄に存じ上げますとともに，ここに謹んでご案内申し上げます。 

 今回の統一論題のテーマは，「管理会計の拡張と実務適用の課題」を掲げております。

最近，レピュテーションやインタンジブルズ，統合報告あるいは顧客価値，Malmi & 

Brownのマネジメント・コントロールなどアンソニーのフレームワークを拡張したテーマ

が登場することが増えてきました。管理会計の領域がいったいどういう状況にあるのか，

管理会計研究者においても混沌としているように思われます。さらに，新しい研究領域の

ために研究が先行していて，実務との接点がはっきりしないという状況が存在していま

す。そこで，先進的な研究をしてこられている研究者および実務家の方に管理会計の領域

拡大の内容と実務への適用する際の課題を議論していただきます。 

特別講演として，管理会計研究に対して多大なるご貢献をいただいている櫻井通晴先生

から「契約価格，原価，利益の研究―研究アプローチの変遷と防衛省の『訓令』の批判的

検討―」と題するご講演を頂戴いたします。商学の伝統を誇る福岡大学での開催に花を添

えていただくのにあまりあるチャレンジングな素晴らしい内容になることを楽しみにして

おります。 

自由論題報告では 40 組のご報告を編集いたしました。多くの会員の皆様からご応募い

ただきましたことに深く感謝いたします。 

大会運営にあたりましては，行き届かぬ点もあろうかと存じますが，皆様のご参加を実

行委員会一同，心からお待ち申し上げます。 

 

2017年 7月吉日 

日本管理会計学会 

2017年度全国大会実行委員会 

委 員 長  田 坂  公 

委  員  長 束  航 

委  員  飛 田  努 

委  員  篠原  巨司馬 

委  員  井 上  修 

委  員  飯 塚 雄 基 

委  員  水島  多美也 

協 力 者  江 頭 幸 代 
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9：00～受付開始 2 号館 1 階ロビー 

9：00～17：45  会員控室：2 号館 3 階 231 教室 

9：00～17：45  大会本部：2 号館地下 1 階会議室 1 教室 

 

≪自由論題報告（28 日）≫ 
第 1 報告 9：30～10：05 

第 2 報告 10：05～10：40 

第 3 報告 10：50～11：25 

第 4 報告 11：25～12：00 

 

〈第 1 会場〉2 号館 2 階 22A 教室 

司  会 清水信匡（早稲田大学） 

第 1 報告 岡田華奈（新潟産業大学) ，尻無濱芳崇（山形大学），黒木淳（横浜市立大

学） 

「管理会計が医療・介護連携に与える影響−地域包括ケアシステムの構築に向

けて」 

第 2 報告 坂口順也（名古屋大学） 

「取引相手の選択と探索コストとの関連性」 

司  会 飯島康道（愛知学院大学） 

第 3 報告 関  利恵子（信州大学） 

「MFCA の継続的導入による進化」 

第 4 報告 関 洋平（早稲田大学） 

「MFCA と組織間管理会計：サプライチェーンにおける MFCA 情報の共有」 

 

〈第 2 会場〉2 号館 2 階 222 教室 

司  会 青木雅明（東北大学） 

第 3 報告 福島一矩（中央大学） 

「経験を活かす管理会計の利用と効果：質問票調査に基づく考察」 

第 4 報告 佐々木郁子（東北学院大学），椎葉淳（大阪大学大学院），高橋邦丸（青山学

院大学） 

「Customer Concentration, Corporate Equity Ownership, and Firm Performance」 

 

 

大会第 2 日目（8 月 28 日 月曜日） 
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〈第 3 会場〉2 号館 3 階 23A 教室 

司  会 丸田起大（九州大学） 

第 1 報告 東 壯一郎（関西学院大学研究員） 

「半導体製造装置企業における設備投資意思決定の現状－A 社の事例を中心に－」 

第 2 報告 中野 晴之（三和化学研究所） 

「『財管一致』の会計情報システムの進化形−経営情報システムの導入事例研究−」 

司  会 﨑 章浩（明治大学） 

第 3 報告 小酒井正和（玉川大学），田坂 公（福岡大学） 

「ASEAN 進出企業における原価企画活動の現地化の促進要因−現地化コンテク

ストの比較分析−」 

第 4 報告 田中雅康（広島都市学園大学），福岡宣行（産業能率大学総合研究所） 

「原価企画における VE の果たすべき役割」 

 

〈第 4 会場〉2 号館 3 階 23C 教室 

司  会 大下丈平（九州大学） 

第 1 報告 天王寺谷 達将（広島経済大学） 

「イノベーションと管理会計研究の今後の方向性についての一考察－Robert 

Simons の貢献と限界の考察を足掛かりとして－」 

第 2 報告 奥 倫陽（東京国際大学） 

「マネジメント・コントロール・システムにおける撤退基準の役割」 

司  会 諸藤裕美（立教大学） 

第 3 報告 浅田拓史（大阪経済大学），吉川晃史（熊本学園大学），上總康行（京都大学

名誉教授） 

「コマツのコントロール・システム－自律創造型コントロールの視点から」 

第 4 報告 佐藤正隆（慶應義塾大学大学院生） 

「ボトルネック解消プロセスの考察－ボトルネック管理の特徴に着目して－」 

 

〈第 5 会場〉2 号館 3 階 23E 教室 

司  会 水島多美也（中村学園大学） 

第 2 報告 松村俊英（首都大学東京），細海昌一郎（首都大学東京）  

「地方公共団体における会計情報の有用性について」 

司  会 横田絵理（慶應義塾大学） 

第 3 報告 黒木 淳（横浜市立大学） 

「非営利組織におけるゼロ利益制約下の予算設定：私立大学を対象とした実証

分析」 
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第 4 報告 目時壮浩（武蔵大学），福島一矩（中央大学） 

「行政組織の管理会計能力に関わる現状と課題:民間企業との比較を通じて」 

 

〈第 6 会場〉2 号館 3 階 232 教室 

司  会 宮地晃輔（長崎県立大学） 

第 2 報告 山本宣明（LEC 東京リーガルマインド大学院） 

     「中小企業の管理会計と税理士の関係に関する探索的研究－」 

司  会 山口直也（青山学院大学） 

第 3 報告 川島和浩（苫小牧駒澤大学） 

「中小企業における管理会計の導入と実践―北海道苫小牧市を事例として―」 

第 4 報告 大西淳也（財務省財務総合政策研究所客員研究員，総務省大臣官房審議官

〔公営企業担当〕） 

「管理会計を行政に拡張する場合の課題」 

 

 

 

≪会員総会≫  
13：00～14：00 

2 号館地下 1 階 2B1 教室 

 
≪スタディ・グループ中間，最終報告／産学共同研究グループ最終報告≫ 

2 号館地下 1 階 2B1 教室 
第 1 報告 14：15～14：50 

第 2 報告 14：50～15：25 

第 3 報告 15：35～16：10 

第 4 報告 16：10～16：45 

 

司  会：大島正克（亜細亜大学） 

第 1 報告 

 

 

第 2 報告 

 

 

 

 

スタディ・グループ中間報告(1) 

研究代表者：青木章通（専修大学） 

「サービス業における顧客マネジメント」 

スタディ・グループ中間報告(2) 

研究代表者：宮地晃輔（長崎県立大学） 

「地域中小企業の管理会計・原価計算の活用実態解明と経

営改善への接続に関する研究」 
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第 3 報告 スタディ・グループ最終報告 

研究代表者 安酸建二（近畿大学），新井康平（群馬大学） 

「コスト変動の把握と変動の原因解明に向けた実証的研

究」 

第 4 報告 産学共同研究グループ最終報告 

 研究代表者：清水信匡（早稲田大学） 

「経営目標(KPI)と予算の設定及び業績予測に関する産学

共同研究」 

 

 

≪特別講演≫  
17：00～17：50 

2 号館 2 階 2B1 教室 

司会：辻 正雄（名古屋商科大学大学院） 

 

櫻井通晴（専修大学名誉教授） 

「契約価格，原価，利益の研究―研究アプローチの変遷と 

防衛省の『訓令』の批判的検討―」 

 

 

≪会員懇親会≫   
18：10～19：30 

会場：スカイラウンジ（福岡大学七隈キャンパス内 文系棟 16 階） 

 
 

 

 

9：00～受付開始 2 号館 1 階ロビー 

9：00～17：45  会員控室：2 号館 3 階 231 教室 

9：00～17：45  大会本部：2 号館地下 1 階会議室 1 教室 

 

≪自由論題報告（29 日）≫ 
第 1 報告 9：30～10：05 

第 2 報告 10：10～10：45 

第 3 報告 10：50～11：25 

第 4 報告 11：30～12：05 

大会第 3 日目（8 月 29 日 火曜日） 
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〈第 1 会場〉2 号館 2 階 22A 教室 

司  会 吉田栄介（慶應義塾大学） 

第 1 報告 町田遼太（早稲田大学大学院生） 

「振替価格による権限委譲・相互依存性の調整メカニズムの検討」 

第 2 報告 鬼塚雄大（慶応義塾大学大学院生） 

「在日子会社トップ・マネジメントの意思決定に対する本社による業績管理の

影響」 

司  会 山浦裕章（千葉経済大学） 

第 3 報告 桝谷奎太（慶應義塾大学大学院生），吉田栄介（慶應義塾大学） 

「業績評価の主観性，業績指標の多様性，環境不確実性の相互作用が財務業績

におよぼす影響」 

第 4 報告 陸 根孝（釜山外語大学） 

「革新能力と成果の構築における組織文化とサステナビリティ・マネジメン

ト・コントロール・システムの役割」 

 

〈第 2 会場〉2 号館 2 階 222 教室 

司  会 江頭幸代（関東学院大学） 

第 2 報告 矢澤信雄（別府大学） 

「原価概念の考察－その多様な在り方の比較検討を中心として－」 

司  会 浜田和樹（関西学院大学） 

第 3 報告 長谷川 泰隆（麗澤大学） 

「Risk-based view of the firm 論の試み」 

第 4 報告 谷守正行（専修大学） 

「銀行アカウントフィーに関する管理会計研究－サブスクリプションモデルの

適応可能性」 

 

〈第 3 会場〉2 号館 3 階 23A 教室 

司  会 青木章通（専修大学） 

第 1 報告 小村亜唯子（明治大学大学院生），山脇香織（明治大学大学院生），三谷華代

（明治大学大学院生），鈴木研一（明治大学） 

「ホテル業における稼働の不確実性を考慮した予算達成確率の算出」 

第 2 報告 豊崎仁美（明治大学大学院生），児玉麻衣子（明治大学大学院生），日浅優

（明治大学大学院生），鈴木研一（明治大学） 

 「マネジメント・コントロール・システムが整合的行動を促すプロセス－場

の理論を構成概念として用いて－」 
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司  会 梶原武久（神戸大学） 

第 3 報告 日浅優（明治大学大学院生），豊崎仁美（明治大学大学院生），児玉麻衣子

（明治大学大学院生），鈴木研一（明治大学）  

「予算・方針管理が職場メンバーの関係に与える影響―A 社の事例を用いて

―」 

第 4 報告 山脇香織（明治大学大学院生），三谷華代（明治大学大学院生），小村亜唯子

（明治大学大学院生），鈴木研一（明治大学） 

「非財務指標への差異分析の適用」 

 

〈第 4 会場〉2 号館 3 階 23C 教室 

司  会 大槻晴海（明治大学） 

第 1 報告 児玉 麻衣子（明治大学大学院生），豊崎仁美（明治大学大学院生），日浅優

（明治大学大学院生），鈴木研一（明治大学） 

「顧客志向による有機的コントロール－場の理論を構成概念として用いた実

証的研究－」 

第 2 報告 梅田 充（専修大学大学院生） 

「マネジメント目的でのコーポレート・レピュテーションの測定」 

司  会 渡辺岳夫（中央大学） 

第 3 報告 棚橋慶太（青山学院大学院生） 

「管理会計と組織文化の相乗効果に関する研究-質問紙調査に基づく分析」 

第 4 報告 坪内龍太（東京理科大学院生），馮玲（東京理科大学） 

「事業譲渡を用いた多角化戦略と収益性・リスクの関係」 

 

〈第 5 会場〉2 号館 3 階 23E 教室 

司  会 片岡洋人（明治大学） 

第 1 報告 荻 百花（東京理科大学院生），馮玲（東京理科大学） 

   「中小企業 M&A における企業特性からの売却価格影響要因分析」 

第 2 報告 秋山 盛（早稲田大学大学院生） 

「金融オペレーションにおけるスループット会計の導入可能性」 

司  会 鈴木孝則（早稲田大学大学院） 

第 3 報告 秋葉良樹（東京理科大学院生），馮玲（東京理科大学） 

「利益ベンチマーク達成に向けた利益調整行動に関する分析」 

 第 4 報告 吉井貴充（筑波大学大学院生） 

「研究開発投資を資産化する企業の特徴に関する一考察」 
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〈第 6 会場〉2 号館 3 階 232 教室 

司  会 青木章通（専修大学） 

第 3 報告 三谷華代（明治大学大学院生），小村亜唯子（明治大学大学院生），山脇香織

（明治大学大学院生），鈴木研一（明治大学） 

「信頼とコミットメントを用いた非財務尺度と財務業績の関係」 

 
≪統一論題報告≫ 
2 号館 2 階 221 教室 

開   題 13：00～13：10 

第 1 報 告 13：10～13：40 

第 2 報 告 13：40～14：10 

第 3 報 告 14：15～14：45 

第 4 報 告 14：45～15：15 

統一論題討論 15：30～16：30 

 
テーマ：「管理会計の拡張と実務適用の課題」 
座  長  伊藤和憲（専修大学） 

 第 1 報告 伊藤武志（株式会社価値共創，専修大学大学院） 

 「社会に貢献する企業の経営管理－オムロンの事例研究を中心として－」 

第 2 報告 伊藤克容（成蹊大学） 

 「マーケティング管理会計の展開：顧客動向の追跡と動線設計」 

第 3 報告 内山哲彦（千葉大学） 

「管理会計研究・実践と人的要素の管理－統合報告を中心に－」 

第 4 報告 篠田朝也（北海道大学） 

 「資本予算実務の課題」 

 

≪統一論題討論≫ 
15：30～16：30 

2 号館 2 階 221 教室 

 

 座   長 伊藤和憲（専修大学） 

パネリスト 伊藤武志（㈱価値共創，専修大学大学院） 

伊藤克容（成蹊大学） 

内山哲彦（千葉大学） 

篠田朝也（北海道大学） 
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 大会参加費等について 
 大会参加費等は以下のとおりです。 

 正会員 準会員 非会員 

大会参加費 

（事前振込み） 

6,000 円 2,000 円 － 

大会参加費 

（当日支払い） 

7,000 円 3,000 円 8,000 円 

会員懇親会費 4,000 円 

 

 参加希望の方は，同封の払込取扱票にて 8 月 18 日（金）までにお振り込み下さい。

大会および懇親会への参加は，払い込みをもって確認させていただきます。なお，大

会当日の参加申込みの場合，事前振り込みの場合と金額が異なりますので，ご承知お

きください。また，会員懇親会につきましては，収容人員の関係上，当日の参加申し

込みをお断りする場合がありますので，この点もご承知おきください。 

 会員でない方の大会参加費および会員懇親会費は正会員と同額です。ただし，会員懇

親会につきましては，収容人員の関係上，当日の参加申し込みをお断りする場合があ

りますので，ご承知おきください。 

 お手元に払込取扱票がない場合，以下の郵便振替口座に振り込んでください。 

・加入者名 日本管理会計学会 2017 年度全国大会準備委員会 

 ・口座番号 01780-1-146320 

 領収書につきましては，郵便局の発行する「振替払込請求書兼受領書」をもって代え

させていただきます。なお，念のため，大会当日に「振替払込請求書兼受領書」また

はそのコピーをご持参ください。また，お振込いただいた金額につきましては払い戻

しをいたしませんので，ご了承ください。 

 

 報告要旨とフルペーパーのダウンロードについて 
  自由論題報告の報告要旨とフルペーパー，スタディ・グループ報告及び産学共同研究

報告の報告要旨は，8 月上旬に学会ウエブサイトからダウンロードできるよう準備を

進めています。パスワードは「jama2017」です。パスワードの取り扱いにはご注意く

ださい。 
 

 

 

 

連絡事項 
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 日本公認会計士協会 CPE 認定研修について 

本大会の各報告は，日本公認会計士協会の継続的専門研修制度における CPE 認定研修

として承認されています。 

開催日 時間 内容 単位 研修コード 

平成 29年 8月 28日 

9:30-12:00 

(35分×4コマ) 自由論題報告 2 

5111 

休憩，移動時間含む 

14:15-16:45 

スタディ・グルー

プ，産学共同研究

グループ報告 
3 

17:00-17:50 特別講演 

平成 27年 8月 29日 

9:30-12:00 

(35分×4コマ) 

休憩，移動時間含む 

自由論題報告 2 

13:00-15:15 統一論題報告 2 

15:30-16:30 統一論題討論 1 

 

 昼食について 
28 日（月），29 日（火）とも）とも学生食堂が営業していますので，食堂をご利用

ください。なお，統一論題における座長およびご報告の先生方，スタディ・グループ

および自由論題の司会を引き受けてくださった先生方には，当日のお弁当を準備させ

ていただきます。 

  



12 
 

 福岡大学七隈キャンパスへのアクセス 

 

●福岡空港・博多駅・天神周辺から 

 

 

西鉄バス（博多駅―福大前 約 45 分／天神―福大前 約 30 分）も利用できます。 

 

 お問い合わせについて 
日本管理会計学会 2017 年度全国大会に関するお問い合わせは，下記の大会実行委員

会宛に郵便または E-mail にてお願いします。 

 日本管理会計学会 2017 年度全国大会 

実行委員長 田坂 公 

〒814-0180 福岡市城南区七隈 8－19－１                         

     福岡大学商学部 田坂公研究室                      

E-mail： jama2017conference@gmail.com 


